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5．カラスなんか呼んでも来ない─実験は試行錯
誤─
松原　始（東京大学総合研究博物館）

講評：日本鳥学会会長　綿貫　豊（北海道大学大
学院水産科学研究院）

司会：日本鳥学会 2023年石川大会実行委員長　上
野裕介（石川県立大学生物資源環境学部）

2023年度学会役員・委員・名誉会員・
永年会員・維持会員

会　長：綿貫　豊
副会長：嶋田哲郎
評議員：植田睦之・尾崎清明・亀田佳代子・川上

和人・齋藤武馬・嶋田哲郎・高木昌興・
永田尚志・西海　功・濱尾章二・早矢仕
有子・三上　修・森　さやか・山口典
之・綿貫　豊

監　事：秋山幸也・森口紗千子
事務局：松井　晋（事務局長）・片山直樹（会計幹

事）・風間健太郎（庶務幹事）
※英文誌ペーパーレス化に向けた検討グ
ループ：片山直樹（代表）・越智大介・
嶋田哲郎・松井　晋・水田　拓
※法人化検討グループ：嶋田哲郎（代
表）・高橋満彦・永田尚志・松井　晋・
三上　修

和文誌編集委員会：藤田　剛（委員長）・田尻浩伸
（副委員長）・出口智広（副委員長）・小
田谷嘉弥・片山直樹・神山和夫・小林さ
やか・田仲謙介・森口紗千子・森本　
元・山浦悠一・山本誉士・吉川徹朗

英文誌編集委員会：水田　拓（委員長）・伊藤元裕
（副委員長）・越智大介（副委員長）・先
崎理之（副委員長）・天野達也・安藤温
子・上野裕介・江田真毅・風間健太郎・
高橋雅雄・相馬雅代・高須夫悟・富田直
樹・中原　亨・新妻靖章・橋本啓史・山
崎剛史・山本誉士・依田　憲

鳥類保護委員会：武石全慈（委員長）・飯田知彦
（副委員長）・澤　祐介（副委員長・風発
等対応WG）・浦　達也・大迫義人・金井　
裕・北村　亘・呉地正行・小高信彦・佐
藤重穂・白木彩子・須川　恒・高橋満
彦・外山雅大・平田和彦・松本令以
※風力発電等対応ワーキンググループ：

風間健太郎 *（グループ長）・浦　達也・
佐藤重穂・白木彩子・先崎理之 *・山口
典之 *．*は鳥類保護委員以外のメン
バー．

日本産鳥類記録委員会：平岡　考（委員長）・金井　
裕（副委員長）・小田谷嘉弥（副委員
長）・池長裕史・板谷浩男・梅垣佑介・
大西敏一・梶田　学・亀谷辰朗・先崎理
之・高木慎介・西沢文吾

鳥類分類委員会：西海　功（委員長）・齋藤武馬
（副委員長）・亀谷辰朗・平岡　考・平田
和彦・山崎剛史

目録編集委員会：西海　功（委員長）・金井　裕
（副委員長）・山崎剛史（副委員長）・小
田谷嘉弥（運営委員）・亀谷辰朗（運営
委員）・齋藤武馬（運営委員）・平岡　考
（運営委員）・池長裕史・板谷浩男・梅垣
佑介・大西敏一・梶田　学・先崎理之・
高木慎介・西沢文吾・平田和彦

大会支援委員会：植田睦之（委員長）・山口典之
（副委員長）・笠原里恵・上沖正欣・澤　
祐介・白木彩子・奴賀俊光

企画委員会：佐藤　望（委員長）・吉田保志子（副
委員長）・井上　遠・牛山克巳・榮村奈
緒子・上沖正欣・澤　祐介・出口翔大・
中原　亨・堀江明香・本多里奈・森口紗
千子・山本麻希

広報委員会：上沖正欣（委員長）・長谷川理（副委
員長）・遠藤幸子・三上　修・森　さや
か

基金運営委員会：川上和人（委員長）・江田真毅
（副委員長）・一方井祐子・風間健太郎・
熊田那央・関　義正・堀江明香

図書管理委員：濱尾章二
自然史学会連合担当：山崎剛史
名誉会員：江崎保男・大野義輝・中村浩志・樋口

広芳・藤巻裕蔵・山岸　哲
永年会員：今井光雄・宇山大樹・岡田紀夫・岡田

泰明・小澤重雄・塚本洋三・丹羽　宏・
林　武雄・柳澤紀夫

維持会員：相原一二三・阿達裕花・大成和寛・尾
崎清明・Craig Barnett・境　友昭・塩見
洋子・塚本康浩・蔦谷文男・樋田耕治・
長嶺　隆・坂東英代・元山裕康

日本鳥学会 2023年第 1回評議員会報告

日　時：2023年 2月 20日（月）10:00–12:35



場　所：オンライン（Zoom 会議）
評議員：綿貫　豊（議長・会長）・嶋田哲郎（副

会長）・植田睦之・尾崎清明・川上和
人・齋藤武馬・高木昌興・永田尚志・濱
尾章二・早矢仕有子・三上　修・森　さ
やか・山口典之

事務局：事務局長・会計幹事・庶務幹事（風力発
電等対応WG長）

監　事：秋山幸也・森口紗千子
オブザーバー：高橋満彦（法人化検討グループ）

審議事項

1）　2022年度総会決議
2022年度総会の 9つの審議事項に関する書面
決議の結果が確認され，すべて承認された．

2）　2022年次大会の会計報告等
会計報告が承認された．

3）　英文誌編集委員会規定第 2条の改定
改定が承認された．

4）　保護委員会の規定改定案
表記の統一，文言の削除，専門員の役割を追
記の上でメール審議となった．後日，メール
審議で改訂された保護委員会規定改定案が承
認された．

意見聴取

1）　分類・記録・目録委員会の統合について
3委員会を統合した常設委員会の設置，およ
び新規規定案と規定改定案について，次回の
評議員会での承認を目指し今後調整すること
となった．

2）　一般社団法人日本鳥学会の組織体制
組織体制の考え方，法人化支援等にかかる費
用，および一般社団法人日本鳥学会 定款案に
ついて，引き続き事務局で準備を進めること
となった．

3）　鳥学会洋上風力発電環境アセスメントガイド
ライン（暫定版草案）
策定経緯と今後の予定について，特段の意見
はなく，次回臨時評議員会での承認を目指し
暫定版の指針を公表することが認められた．

報告事項

総会決議・鳥類保護委員会決議の手続き，英
文誌ペーパーレス検討グループ，育志賞につ
いて報告があり，特段の意見はなかった．

日本鳥学会 2023年第 2回評議員会報告

日　時：2023年 6月 27日（火）16:00–18:00
場　所：オンライン（Zoom会議）
評議員：綿貫　豊（議長・会長）・嶋田哲郎（副

会長）・植田睦之・尾崎清明・亀田佳代
子・齋藤武馬・高木昌興・濱尾章二・三
上　修・森　さやか・山口典之・川上和
人

事務局：事務局長・会計幹事・庶務幹事（風力発
電等対応WG長）

監　事：秋山幸也・森口紗千子
オブザーバー：高橋満彦（法人化検討グループ）

審議事項

1）　英文誌ペーパーレスの検討にともなう学会員
へのアンケート
文案を微修正した後アンケートを実施するこ
とが承認された．

2）　洋上風力発電環境アセスメントガイドライン
（暫定版）
文案についてMLで意見聴取を行い，次回評
議員会で承認を得た後公表することが承認さ
れた．

意見聴取

1）　一般社団法人日本鳥学会　定款案と組織体制
次回評議員会までに意見があれば受け，その
後総会にかけることになった．

報告事項

石川大会の準備状況，自然史学会連合 2023年
度総会，分類・目録委員会の 2委員会の統合，
育志賞，2023年日本鳥学会黒田賞および内田
奨学賞受賞者（メール審議結果），津戸基金に
よるシンポジウムの助成対象について報告が
あり特段の意見はなかった．目録の現状と見
通しについては，目録編集委員会委員長に問
い合わせを行うことになった．そのほか，鳥
学会運営上の課題について意見が出され，今
後検討することとなった．

日本鳥学会 2023年第 3回評議員会報告

日　時：2023年 8月 7日（月）14:00–17:00
場　所：オンライン（Zoom会議）
評議員：綿貫　豊（議長・会長）・嶋田哲郎（副

会長）・植田睦之（大会支援委員会委員



長）・尾崎清明・川上和人（基金運営委
員会委員長）・齋藤武馬・高木昌興・西
海　功（分類委員会委員長・目録編集委
員会委員長）・濱尾章二・早矢仕有子・
三上　修・森　さやか（広報委員会委員
長代理）・山口典之・亀田佳代子

委員会委員長：水田　拓（英文誌編集委員会委員
長）・金井　裕（日本産記録委員会副委
員長）・佐藤　望（企画委員会委員長）・
武石全慈（保護委員会委員長）・藤田　
剛（和文誌編集委員会委員長・2024年度
大会会長）

2023年度大会長：大河原恭祐
事務局：事務局長・会計幹事・庶務幹事（風力発

電等対応WG長）
監　事：秋山幸也・森口紗千子

審議事項

1）　2024年度大会開催について
2024年度大会の開催時期や体制について承認
された．

2）　2025年度大会開催候補地
2025年度大会を札幌で開催することが承認さ
れた．

3）　次期委員会体制について
次期委員会体制が承認された．

4）　2024年度予算案
2024年度予算案が承認された．

5）　英文誌ペーパーレス
英文誌ペーパーレス化について，アンケート
結果および説明文を HP公表し，今年度総会
議案とすることが承認された．

6）　洋上風力発電環境アセスメントガイドライン
洋上風力発電環境アセスメントガイドライン
を公表することが承認された．

7）　一般社団法人日本鳥学会の組織体制と定款
定款案の要約，法人化移行後にともなう組織
体制の変更等について総会前に HPで情報公
開を行い会員から意見聴取を行うことが承認
された．

8）　日本鳥学会基金運用規定改定案
日本鳥学会基金運用規定改定案が承認された．

9）　鳥類分類員会（常置）と目録編集委員会（臨
時）の統合
・新規に定める鳥類目録編集委員会規定案
・日本鳥学会会則第 7章委員会 第 15条改定
案

・日本鳥学会鳥類分類委員会規定の廃止
鳥類分類員会と目録編集委員会の統合が承認
され，新規に定める鳥類目録編集委員会規定
案，日本鳥学会会則第 7章委員会 第 15条改
定案，および日本鳥学会鳥類分類委員会規定
の廃止について承認された．

10）その他
鳥学会は男女共同参画が遅れていると意見が
出され，今後事務局で検討していくことと
なった．

報告事項

会計幹事から 2022年度決算承認，および
2023年度通常会計執行状況，2023年度大会長
より大会準備状況，事務局より会員動向，選
挙結果，およびインボイス制度への鳥学会の
対応について報告があった．また，各種委員
長より委員会の報告があり，目録編集委員長
から目録出版が遅れている経緯と出版に向け
た今後の見通しが説明された．

その他

事務局より日本鳥学会の業務改善に向けた取
り組みが提案され，今後アンケートにより業
務量の把握を行い，アルバイト雇用による業
務負担軽減について検討することとなった．

2023年 第 4回日本鳥学会評議員会報告

日　時：2023年 12月 6日（水）11:00–13:00
場　所：オンライン（Zoom会議）
評議員：綿貫　豊（議長・会長）・嶋田哲郎（副

会長）・植田睦之・尾崎清明・川上和
人・亀田佳代子・齋藤武馬・高木昌興・
濱尾章二・早矢仕有子・三上　修・森　
さやか・山口典之

オブザーバー：藤田　剛（2024年度大会会長）・
武石全慈（鳥類保護委員会委員長）・水
田　拓（英文誌編集委員会委員長）・堀
江明香（企画委員会・男女共同参画担
当）・高橋満彦（法人化検討グループ）

事務局：事務局長・会計幹事・庶務幹事
監　事：森口紗千子・関　伸一（次期）

審議事項

1）　男女共同参画の活動促進等を目指すWGの設
置について
企画委員会の下でのダイバーシティ推進ワー



キンググループの設置，代表，目的，メン
バーの概要について承認された．

2）　海鳥の集団繁殖地における外来種対策を求め
る要望書について
今後文章等を改訂した後，要望書を保護委員
長名で提出することが承認された．

3）　Ornithological Science 誌の外国人 Editorial 
Boardについて
英文誌編集委における外国人 Editorial Board
についての方針が承認された．

4）　英文誌ペーパーレス化の開始と交換雑誌の廃
止について
英文誌ペーパーレス化を開始することが承認
された．

5）　2024年度大会参加費
大会参加費が承認された．

6）　2024年度修正予算案
修正予算案が承認された．

意見聴取

日本鳥学会の業務改善に向けた取り組みとし
て現状の業務負担を把握するためにアンケー
トを実施すること，オンライン投票の匿名性
と有権者の承認について法人化後に理事会で
検討することとなった．

報告事項

総会報告を学会の HPに公開すること，今後
の法人移行スケジュールが報告された．

日本鳥学会 2023年度総会議決報告

2023年 9月 17日（日）15:10–17:10
金沢大学角間キャンパス 南地区 自然科学研究
棟 大講義室（メイン会場），レクチャーホールお
よび AV講義室（中継会場）
　はじめに以下の報告が行われた．
1）　事務局報告
2）　評議員会報告
3）　各種委員会報告
4）　選挙結果報告
5）　次期会長挨拶，次期事務局体制
6）　洋上風力発電建設にかかる環境アセスメント
ガイドライン

　次に以下の議事が審議され，承認された．
1）　2022年度会計決算／監査報告
2）　2024年度予算案

3）　英文誌ペーパーレス化
4）　一般社団法人日本鳥学会の組織体制と定款，
法人移行後の役員

5）　鳥類分類委員会と目録委員会の統合
6）　規約改定

和文誌編集委員会報告

1）　発行状況
72巻 1号を 2023年 4月に 72巻 2号を 2023年

10月に発行した．Editor’s Choice「注目論文」は
それぞれ，高橋晃周さんによる総説「気候変動が
ペンギンに与える影響」と川路則友さんたちによ
る「センダイムシクイの繁殖生態とツツドリによ
る托卵」に決まった．

72巻 1号（4月）　特集 2，原著 4，短報
1，観察記録 1

72巻 2号（10月）原著 3，短報 3，観察
記録 3

2）　投稿・編集状況
　今年度の編集状況は，下表のとおりである．投
稿数は原著論文と短報，観察記録のいずれも順調
である．新投稿・査読システム ScholarOneの導入
も起動に乗り，今年度投稿された原稿はすべてこ
のシステムから投稿されている．

総説 原著 短報 技術報告 観察記録

繰越し 0  4 0 0  5

投稿 0 12 8 0 10

受付 0 12 8 0 10

受理 0  9 4 0 10

編集中 0  7 2 0  5

不受理 0  0 2 0  0

3）　J-stage搭載電子版のアクセス
J-stageにおける過去 1年間（2022年 1月 –2022
年 12月）の 和 文 誌 掲 載 論 文（2006年 第 55
巻 –2022年第 71巻）に対する全文 PDFアクセス
数（クローラー除く）は，昨年（77,329件）の約
0.93倍にあたる 71,973件だった．アクセス数は
2020年に急増したが，その後徐々に減少してお
り，これはコロナ禍の影響を反映しているとみら
れる．国別内訳は昨年同様，日本が多数を占め
（55,930件；77.7％），アメリカがこれにつぎ
（9,787件；13.5％），ドイツ（1,524件；2.1％），
中国（1,428件；2.0％）が続いた．国外からのダ
ウンロードの比率は昨年までの数年，19％
（2018），22.0％（2019），22％（2020），25.5％



（2021）と徐々に上昇していたが，2022年度は
22.3％に落ち着いた．

（和文誌編集委員長）

英文誌編集委員会報告

1）　発行状況
　第 22巻 1号（原著 7編，短報 4編）を 2023年
1月に，2号（原著 5編，短報 6編）を 7月に発行
した．Editor’s Choiceはそれぞれ，Y. INOUE氏ら
による安定同位体を用いてコアホウドリとクロア
シアホウドリの食性の種間，雌雄間，繁殖ステー
ジ間の違いを調べた論文と，M. SAKAO氏らによ
るオオミズナギドリの遺伝構造に繁殖個体群間で
違いが見られないことを示した論文とした．
2）　編集状況

2023年 1月 –12月
総投稿数　34（前年比 1.17倍）
受理数　5　採択率　35.7％［受理数／（総投
稿数－審査中数－取り下げ数）］
審査中　19
取り下げ　1
却下数　9（うち編集委員会却下数　3）

　前年に比べ投稿数は微増したが，昨年同様，査
読まで回らず編集委員会内の審査で却下された論
文も多く，また査読に回っても却下される論文が
多かった．投稿数の増加だけではなく投稿論文の
質の底上げが引き続き重要な課題である．
3）　その他

2022年 7月 –2022年 6月の電子版アクセス状況
は，資料トップへは昨年比 8％増の 6,279件，全文
PDFへは 7％減の 16,605件であった．2022年のイ
ンパクトファクターは 0.600（Ornithologyカテゴ
リ 29誌中 25位）で，昨年に比べ低下した（この
3年間の推移は 0.886→ 0.795→ 0.600）．順位も下
がっており，また掲載に至る論文数も減少してい
ることから，雑誌の認知度や相対的な魅力が低減
していることが懸念される．

（英文誌編集委員長）

鳥類保護委員会報告

1）　過去の決議にかかる案件の現状について
　過去の総会決議及び委員会決議として発出され
た案件の現状について各委員から報告が行われた．
2）　総会決議の申し込み及び委員長名要望書につ
いて

2023年度総会にあたっての決議案の申し込みは
なかった．なお，「総会決議についての鳥類保護委

員会の考え方（改訂版）」と「総会決議・鳥類保護
委員会決議の手続きについて（内規）」は鳥類保護
委員会ウェブサイトに掲載されている．以前から
委員会に提案されていた「海鳥の集団繁殖地にお
ける外来種対策を求める要望書」は保護委員長名
要望書として評議員会に提起し検討する．
3）　風力発電等対応WGの活動について

WG長から「洋上風力発電建設にかかる環境ア
セスメントガイドライン」に関する作成，承認，
公開及び自由集会開催について，これまでの経緯
と今後の日程状況の説明が行われた．同ガイドラ
インは 2023年度総会で報告され承認された．「風
力発電の導入についての日本鳥学会の基本的な考
え方」とともに，鳥学会ウェブサイトのトップ
ページで公開されている．
4）　保護委員会規定改定について
　本件については 2023年度総会議案として提起さ
れ承認された．
5）　新委員長・新副委員長の選出について

2024年からの委員長として澤　祐介氏が，副委
員長として高橋満彦氏と浦　達也氏が選出された．
6）　委員の退任・新任について
　大迫義人，呉地正行，小高信彦，佐藤重穂，白
木彩子，武石全慈の 6氏は 2023年末をもって退任
となり，井上　遠氏が 2024年から新任となった．

（鳥類保護委員長）

日本産鳥類記録委員会報告

　日本産鳥類記録委員会は，2023年度において以
下の活動を行った．委員会はオンラインにて開催
した．
1）　目録第 7版の記述事項に関する質問への対応
　目録第 7版の記述のうち，各地の生息記録に関
する一般，もしくは他委員会からの質問に答える
ための文献資料等の確認作業を行った．
2）　目録の記載変更根拠資料の整理
　目録 6版から 7版への記載変更の根拠文献や情
報の確認を行い，資料として整理する作業を実行
中である．
3）　日本産鳥類の記録文献収集および整理
　稀種の記録，各地鳥類相，標本目録等の記述が
掲載されている，日本産鳥類の記録に関する文献
の収集と整理を行った．これらは今まで同様，あ
る程度まとまりがついたところで，随時和文誌上
に公表していく予定である．
4）　日本産鳥類の記録収集と整理
　未だ文献化されていない日本産鳥類の記録（イ



ンターネット上に公表された記録，個人的伝聞に
よる記録など）についての情報の収集と整理を
行った．
5）　日本産鳥類の記録に関する文献作成への協力
　当委員会の委員を通して要請があった場合に
限って，目録，報告書，論文の作成時に過去の記
録などが明らかでない場合に，その探索と提供を
行った．
6）　目録第 8版の編集について，記録委員会委員
は目録編集委員として各地の記録収集と整理にあ
たった．具体的には，各地の協力者から報告され
た地方の分布記録の確認と目録への記載の適否の
判断を委員間の協議により実施した．協議にあ
たっては必要に応じてオンライン会議を開催して
いる．

（日本産鳥類記録委員長）

鳥類分類委員会報告

　分類委員会では，メンバーの全員が目録編集委
員会の委員を兼務しているため，日頃の分類委員
会の活動に加え，目録編集作業のための作業を
行っている．今年度は，オンライン会議 2回と，
その他 10回余りメールにて審議を行った．具体的
な作業としては主に，第 8版に掲載される種のリ
スト作成とその学名の検討および世界分布の検討
である．そのため，最新の海外の分類チェックリ
ストや文献を参照し検討した．

（鳥類分類委員長）

目録編集委員会報告

　目録第 8版出版に向けた編集作業は分類と記録
それぞれの委員会で定期的にオンライン会議を
もってもらい進めてきたが，目録委員会全体では
オンライン会議をおよそ 2か月に 1回の頻度で計
7回開催した．2023年 9月の出版を目指して準備
してきたが，さらに 1年出版を延期することを 8
月に決めて HPでお知らせした．第 2回パブリッ
クコメントの開始に向けて，学名と和名のリスト
を 9月末に公開し，さらに 10月末に国内分布情報
を含む「暫定リスト」を公開した．第 2回パブ
リックコメントの開始が遅れているが，2024年 9
月の出版に向けて，一部学名の再修正をおこない，
世界分布を確定することで，早期に第 2回パブ
リックコメントを開始したい．9月の金沢大会で
は，一昨年と昨年に引き続き自由集会をもって，
編集の状況と第 2回パブコメについて説明し，学
会員と意見交換した．

（目録編集委員長）

企画委員会報告

1）　鳥の学校
　日本鳥学会 2023年大会にあわせて鳥の学校（第
14回テーマ別講習会）「ガンカモ類研究のための
捕獲技術実習」を開催した．
2）　男女共同参画関連
　第 21回男女共同参画学協会連絡会シンポジウム
（2023年 10月 14日，オンライン開催）に委員が
参加した．男女共同参画学協会連絡会定時総会と
運営委員会に委員がオブザーバ参加した．
3）　日本鳥学会ポスター賞の実施

2023年度大会にあわせて第 6回日本鳥学会ポス
ター賞を実施した．「①繁殖・生活史・個体群・群
集」「②行動・進化・形態・生理」「③生態系管
理／評価・保全・その他」の 3部門に対して各 1
名の受賞者を選定し，公表した．
4）　2023年度大会高校生企画の実施

2023年度大会において高校生ポスター発表とポ
スター賞の選考と授与等の高校生企画を実施した．

（企画委員長）

広報委員会報告

1）　ウェブサイトの更新
　事務局，各委員会などから月に数件の更新依頼
があり，ほぼ数日以内に処理できている．アクセ
ス解析によると 1日に約 800件（24,000件／月）
の訪問がある．閲覧数が多いのは日本鳥類目録と
リンク・研究室情報のページとなっている．事務
局が直接お知らせをウェブサイトに掲載できるよ
うにするため，Googleドキュメントによる更新も
導入を検討する．鳥学通信のWordPress移行につ
いて引き続き作業を進めている．
2）　鳥学通信の発行
　ユーザーの関心の高い内容の掲載記事案を共有
し，原稿依頼を委員間で分担して行っている．平
均月 2報以上の目標を達成できており，アクセス
解析によると 1日に約 100–200件（3,000件／月）
の訪問がある．最新記事だけでなく過去記事も検
索エンジンから頻繁にアクセスされている．
3）　広報委員会運営 SNSの運用状況

Facebookと X（Twitter）で，鳥学通信の新規記
事，大会事務局や学会事務局からのお知らせの一
部を配信している．フォロワー数は両 SNSとも昨
年から増加しており，Facebookが約 2,700名（約
200名増），Xが約 4,000名（約 500名増）となっ



ており（2023年 12月現在），鳥学会の活動内容を
一般へ広報する重要な役割を果たしている．
4）　2023年度大会へのウェブサイトとメールアド
レスの提供
　大会実行委員会からの要請に基づき，大会ウェ
ブサイト用のテンプレートとサーバースペース，
大会事務局用メールアドレスを提供した．
5）　委員の退任
　広報委員を連続 5期務められた三上　修氏が
2023年末をもって退任する．

（広報委員長）

基金運営委員会報告

1）　2023年度学会賞
　黒田賞は澤田　明氏，内田奨学賞は溝田浩美氏
と伊関文隆氏を受賞候補者として選定し，評議員
会で承認された．中村司奨励賞は対象者がなかっ
た．詳細は前号（日本鳥学会誌 72巻 2号）で報告
済み．
2）　2023年度津戸基金助成

2023年度は津戸基金を募集したものの応募がな
かった．このため，2024年度に再募集を行う．
3）　2024年度学会賞等
　黒田賞，内田奨学賞，中村司奨励賞の募集を開
始した．津戸基金によるシンポジウム開催助成の
募集を開始した．

（基金運営委員長）

大会支援委員会報告

1）　2023年度金沢大会の支援
　実行委員会に参加し，大会運営の進め方等のア
ドバイスをしたほか，参加と講演の受付，講演要
旨作成，協賛企業，展示ブース関係についての実
務を担い，高校生ポスター，ホームページの設置
等についてサポートを行なった．
2）　2024年度東京大会の支援
　実行委員会に参加し，情報提供等を行った．

（大会支援委員長）

会員動向

2024年度会員数（2023年 12月 31日現在）1,254
名：北海道 150，東北 87（青森 15，岩手 17，宮城
31，秋田 12，山形 6，福島 6），関東 471（茨城
57，栃木 15，群馬 11，埼玉 58，千葉 88，東京
155，神奈川 87），中部 206（新潟 35，富山 6，石
川 20，福井 9，山梨 11，長野 43，岐阜 13，静岡
16，愛知 45，三重 8），近畿 164（滋賀 18，京都

30，大阪 63，兵庫 39，奈良 10，和歌山 4），中国
56（鳥取 2，島根 8，岡山 16，広島 17，山口 13），
四国 25（徳島 5，香川 6，愛媛 9，高知 5），九州
74（福岡 26，佐賀 2，長崎 10，熊本 13，大分 5，
宮崎 8，鹿児島 10），沖縄 17，海外 4

新入会員

相田（今井）菜摘，青木千紗，青木秀武，熱田寛
子，天野菜摘子，Ian Morsch，池田英行，伊東隆
臣，伊藤　洸，伊東　渉，稲葉弘之，稲村優一，
岩﨑美穂，上田夕希，上本鈴華，内田理恵，江嵜
真南，遠藤碧子，大泉咲乃，大野夏実，岡田あゆ
み，緒方蒼真，緒方琢人，岡村正章，風藤那実，
甲藤美奈，加藤正敏，金井田　輝，川森日向，木
野村　亮，楠　ゆずは，熊本真理，栗原達生，黒
森ほのか，古園由香，小林尚美，小村健人，昆　
泰要，斉藤岳夫，斎藤史之，坂元利駆，佐川南美，
佐久間千愛，櫻井佳明，佐藤未来，Jaramier 
Cobrado Joibi，柴田奈津子，柴野未悠，柴山潤太，
島崎航平，島野紗帆，清水陽華莉，志村そら，神
力仁樹，末石萌乃，杉山響己，鈴木龍晟，染矢楓
久，高倉昌哉，武居風香，谷　祐樹，手島晴風，
寺田卓史，戸部有紗，友成瑛人，内藤美羽，長嶋
美香子，中村俊彦，新沼　協，二井本日向，西野
莉子，沼野　遥，埜田　創，橋本　駿，長谷川裕
康，馬場真悟，林　佐和，樋口亜紀，藤田知弥，
Buhus Roxana Georgiana，古山　諒，Praeploy 
Kongsurakan，星　菜々美，星野彰弘，増田侑太
朗，松浦ほの花，松浦真理子，末﨑　朗，松本令
以，丸山瑞貴，水越かのん，溝端紫津子，水戸沙
也加，宮島尚也，宮本竜也，森　真結子，山田真
司，山本悠貴，渡辺　浩，葛西海浜公園パート
ナーズ，株式会社地域環境計画大阪支社

会員種別変更

学生会員より普通会員へ：
青木大輔，東谷麻央，井上茉優，緒方健浩，北川
達朗，木村智紀，古口大雅，小林和楽，小林遥香，
佐々木美空，外山祐紀，高岡奏多，武廣一輝，夏
川遼生
普通会員より学生会員へ：
林　仁子

退会

浅川満彦，綾本碧尉，石田　恵，石部　久，泉原　
猛，今井健裕，後北峰之，大田保文，亀村　聡，
小林隆成，杉山　要，須田義晴，中川　望，西野


